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　いつかこの日が来るのではないかと、一昨年８月に入院されたとお聞きした時に頭を

よぎった感覚が現実になり、大変悲しく、大きな支えを失った気持ちである。昨年４月

９日岩猿敏生先生は97歳の生涯を終えられた。そのわずか２か月前の２月には、京都図

書館学研究会会員たちと先生の快気祝いをして、お元気な姿を私達の前に見せて下さっ

た。手術されたときの様子を「昔なら切腹というべきところですが」とユーモアを交え

てお話下さり、「次は百歳のお祝いですね！」と出席者一同確信していた。

　岩猿先生は、大学図書館員から司書課程教員という同じような道を歩いてきた私にとっ

ては、大々先輩である。1943年京都大学を卒業後、1950年九州大学司書官をスタートと

して、以後20年間にわたり京都大学附属図書館事務部長を務められた。その後15年間、

関西大学文学部教授として、図書館学、図書館司書課程のために尽力された。まさに、

図書館員、図書館学教育者、図書館学研究者の顔を持ち、実務を知り尽くして、図書館

学の理論的基盤を追求された、館界を代表するひとりであった。岩猿先生の追悼文を私

のような弱輩が書くのはとても恐れ多くて、先生の功績や輝かしい生涯を十分称えるこ

とは難しいことであるが、私が岩猿先生から受けた多大な学恩に少しでも感謝したい気

持ちで拙文を記したいと思う。

　現在14名の会員からなる京都図書館学研究会は、2001年に「岩猿研究会」と称して、

岩猿先生を囲んで、同志社大学渡辺信一先生、同大城善盛先生、梅花女子大学漢那憲治

先生、関西大学倉橋英逸先生、大阪学院大学工藤一郎先生の６名が２か月に一度集まり、

図書館学にまつわるトピックスを話し合って、情報共有しようというサロン風の会であっ

たと聞いている。2007年に岩猿研究会から京都図書館学研究会に名称変更したが、これ

は岩猿先生（この年に米寿を迎えられた）が、「会員も10名以上になったところで今後

のことも考えて改称してはどうか」と提案されたのである。その当時は研究会を龍谷大

学の会議室で開催していたので、「深草図書館学研究会」はどうかとおっしゃったが、

会場が変わることもあるので、「京都」にしましょう、と全員で決めたと記憶している。

その時に、岩猿先生は、どこでもいいけれど、「図書館学」にするべきと強く主張され
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たのである。「図書館研究会」、「図書館情報学研究会」などではなく、「図書館学研究会」

に、と穏やかな口調であったが、ピシッとおっしゃったことが印象的であった。

　岩猿先生は同志社大学司書課程の嘱託講師として、1981年から９年間にわたり「図書

館・情報学」を担当された。2013年に司書課程60周年によせて、本誌第38号に、「同志

社大学図書館学研究会」が1941年４月にスタートし、1945年まで日本全土が戦争で焦土

と化していく時代に、京都においてひたすら図書館に志ある人が続けていたこと、そし

て戦後、いち早く1946年４月の同志社大学図書館学講習所開設につながったことを書い

ておられる。「図書館研究会や図書館講習会ではなく、図書館学研究会と称していたこ

とに関心を持たざるを得ない」と「学」へのこだわりを見せておられる。

　岩猿先生が同志社大学でどのような講義をなさったか残念ながら知ることはできない

が、本誌には11編の論文を寄稿され、その中でも「図書館学」、「図書館学教育」につい

ての論考が多い。前述の論文の最後に、「日本の大学における司書職養成課程としての

図書館教育は、時代の推移にともなって盛衰していくことはあっても、人類文化の根幹

である文献の問題にかかわる図書館学教育は、実務教育としてだけでなく、社会科学の

基本的な一分野として大学に根づいていかなければならない。とくに図書館学研究に長

い歴史を持つ同志社大学において、自由な学風のもとで図書館学研究とそれに基づく図

書館学教育の今後の発展を期待するものである。」と結んでおられる。

　このように先生は「図書館学」を「社会科学」の一分野として位置付けられておられ

る。まだ九州大学司書官であったときに書かれた論文「図書館学方法論試論」（1955）と、

その２年後京大に移られてからの論文「図書館学における体系と方法」（1957）の２編

から、新進気鋭の図書館学研究者としての先生の姿が見える。

　まず「図書館学方法論試論」では、「図書館学の学としての可能性の問題を問うこと

が図書館活動の実践にとってどのような意味を持ちうるか」と問題提起して、「これま

での論考が実践的技術的問題に大体終始し」、「問題が技術論に止まるかぎり、いくつか

の手段のうちどれが目的に対して適合性を持ちうるかの判断は試行錯誤によるほかない

のであるが、この場合合理的な技術批判を可能にするのが科学でなければならない。」と、

この技術批判を与えるために図書館学が必要というのである。ただ、「技術は所与の目

的に対する手段に過ぎないので、技術論からは目的自体の批判は不可能である」とし、「図

書館の目的とするところは何かということを図書館員は根本的な問題」としていつも考

え、「かかる目的とその根底にある理念を批判的に評価することは、学としての科学の

役割である」と論じておられる。

　「図書館学」たるためには、方法論の追求がなされなければならないとして、方法論

に論が移っていく。マックス・ウェーバーに倣って、「図書館が歴史的に先ず図書を中

心とするものであるかぎり、図書館学は文化的社会現象を文化の運載者である図書とい
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う面から、単純化して限定していくところに、成り立つ」と図書学の重要性を指摘し、

結論として、「われわれの目指す図書館学は、図書館を対象とする学問ではなく、図書

館現象を対象とする学問である」と定義する。そして「図書館現象」とは、「現実各種

の図書館で行われている図書館活動の現象をさすのではなく」、「書写または印刷された

記録類を認識・収集・組織・利用する文化的社会現象である」と説明されている。

　もう１篇の「図書館学における体系と方法」では、小野氏の1936年発表の論文「図書

館学序説」（1936）を取り上げ、「図書館学の体系を明確に考えた先駆的な論文」と評価

されているが、「当時の図書館員の知っておくべき知識の項目の羅列に過ぎない、」、「体

系としてあげている４部門の間の相互の連絡がない、部門間を結び付ける働きをする糸

（＝一定の方法）が考えられていないので、体系とは言えない」と手厳しく批判されて

いる。小野則秋先生は、いうまでもなく、先述の「同志社大学図書館学研究会」の発足

に力を注ぎ、いわば今ある司書課程の創設者と言っても過言ではない同志社の恩人であ

る。

　岩猿先生は、日本の図書館学、特に歴史的展開について深く研究しておられたと思う。

本誌17号に、岩猿先生が司書課程のために講演された記録があるが、その中で、戦後の

日本の図書館学研究の第１世代が小野則秋先生や竹林熊彦先生で、第２世代の代表は小

倉親雄先生であり、ご自身も第２世代であるとおっしゃっている。第１世代が図書学や

書誌学を中心にした人文科学的図書館学であったのに対して、第２世代は社会科学的図

書館学の立場をとっているとおっしゃっている。そして、「第１、第２世代は図書館学

に対する考え方を巡って鋭い相互批判をしてきたけれども、情報科学の立場に立ち、図

書館学研究の新しい次元を形成しつつある第３世代からの明確な批判がまだないのでは

ないか」と懸念されている。「情報科学を自然科学の領域ととらえるならば、自然科学

を基盤とする図書館学が考えられて、その間に厳しい対立、批判が十分行われない限り、

新しい学問の地平は開けないんじゃないか」とおっしゃっている。同時に第２世代の責

任は、第３世代にもっとはっきりと批判すべき対象を示すことであるとご自分を客観的

に見ることも忘れていらっしゃらないのはさすが、と敬服する。

　この日本の図書館学についての注目度は、かねがね私も低いと思っている。たとえば、

『図書館ハンドブック』の「図書館学」の項目に、日本の図書館学者のことはほとんど

記載されていない。1952年の初版に日本人による目録や分類など実務に関する文献が紹

介されており、1960年の増訂版にわずかに「日本の図書館学」としてやはり実務的な文

献があげられている。その後1977年第４版から2010年第６版補訂版に至るまで、「図書

館学」の項目は欧米の図書館学を中心に書かれているだけである。

　ここで、岩猿先生の著書の中に「図書館学とは何か（講座図書館の理論と実際；１、［第

10章］）東京：雄山閣、1992．p.185-203」があるので、その論考から、いわば「岩猿図
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書館学」を一部紹介したいと思う。

　まず、「図書館学の基盤が必ずしも十分に確立していないところに、社会の情報化の

進展とともに、図書館学が再構築をせまられつつある。特に情報学の発展は、図書館学

を図書館・情報学として再構築することを要請しつつある」ことが背景として挙げられ

ている。

　戦後の日本の図書館学の出発には、図書館法公布後の1951年以降に、日本図書館学会

をはじめとして、図書館学研究を目的とした、いくつかの組織が全国的に結成されたこ

とが大きく影響している。この結成の機運は、「アメリカの図書館学の直接的影響によ

る図書館員意識（ライブラリアンシップ）の高揚」と、「大学において図書館学教育が

行われ始めたという制度的刺激からうまれたと考えられる」と分析されている。

　図書館法で定められた司書、司書補資格付与のために1951年から講習が始まったが、

この講習での講師養成とともに、講習の際に用いる講義要綱作成のため、1951年６月か

ら同年中に３回にわたり指導者講習が開催されたそうである。この講習ではアメリカの

第一線の図書館人が講師として直接指導にあたり、その結果指導者講習に参加した者が

講師となって、全国的にアメリカ図書館学の成果が伝達されることになったのである。

岩猿先生も第１回司書講習に受講者として参加されており、その講義内容は従来の日本

の図書館に対するイメージしか持ち合わせていなかった当時の図書館員にとっては、衝

撃的ですらあったとともに、図書館の明るい未来をも予想させるものであったと回想さ

れている。この体験が「図書館はどうあるべきか。図書館とは何であるか」という根本

的な命題に立ち返る必然性に結びついたと書いておられる。

　図書館法により「大学における図書館学教育の開始は、図書館員教育が大学で教えら

れる知識分野となった」ことを意味するものである。すなわち「図書館に関する教育も

図書館学研究にもとづかざるをえない。慶応義塾大学で始まった Japan Library 

School も大きな刺激となり、図書館管理にあたる図書館員にとって必要な知識を取り

集めた実務的知識の体系である図書館管理法を、根底において統一する原則を学問的に

追求しようとする図書館学研究にならざるをえなかった」と論じておられる。

　1952年ごろから図書館学論が真剣に論じられていて、その中に前述の岩猿先生の「図

書館学方法論」、「図書館学における体系と方法」も含まれる。のちにこの時代の図書館

学論は「学問論」「科学成立の根拠に関する研究」ではない、と言われたそうだが、当

時の図書館学論は明確な図書館学方法論を具体的に示すまでにはいたらなかったという

ことであり、「図書館学論が論じられたこと自体が無意味であったわけでは決してない」

とはっきり述べておられる。では図書館学方法論とは何かということについて以下のよ

うに考察されている。

それは、現実の中から、図書館現象を抽出する視点なり方法である。ここでいう図
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書館現象とは、自然現象ではなく、経済現象のように人間社会に生起する社会現象

である。現実の個々の図書館そのものを直接に対象とするのではなく、現実から図

書館現象を抽出し、そこに普遍的に妥当する法則が見いだされるとき、図書館学が

成立する。社会科学の場合、現実認識の方法論は、具体的に概念という枠組みによっ

て示される。

さらに、この定義から「概念という枠組みによって、現実のなかからある現象が抽出さ

れ、その現象の因果的関連が追求されることによって、概念の正当化、有効性が確認さ

れるが、図書館学は長い間こうした有効な概念という枠組みを構築することに成功しな

かった」と指摘されている。

　先生は、図書館学が「学際的学問」と言われることにも言及し、「図書館学がそれ独

自の学問的方法をもたなくても、諸科学の方法や成果を利用し、現実の図書館活動に対

する学問的な認識成果があれば、それらを図書館学とよんでもいいことになる。ただ、

学際的学問は、ある対象領域の研究のために、いろいろな学問分野の方法や成果を寄せ

集めたものにすぎなくなり、図書館学の場合も学際的ということで、諸知識分野の学問

方法とその成果の寄せ集めになってしまっている」と批判しておられる。

　また図書館学が実学といわれることについて、「図書館現場に直接的に役立つことの

みに研究のアクセントを置き、実学であるからということで、理論化の努力を軽視した

り無視したりしていいというものではない。」と警鐘を発しておられる。

　1970年代に導入された情報学や情報という概念について、「情報という概念を、図書

館現象を抽出しうる概念的枠組みとする試みが見られ、「図書館・情報学」、あるいは「図

書館情報学」の研究領域が開かれてきて、図書館学の外に情報学が発達してくると、図

書館学自体もアイデンティティを問い直す必要にせまられている」と示唆しておられる。

　1980年代以降はコンピュータと通信技術の飛躍的な発達とともに、伝統的な図書館像

が大きく揺らいできて、「図書館学の領域拡散となり図書館学自体が固定化しない、絶

えず発展成長する図書館学論の必要性を痛感する。図書館学が一つのサイエンスである

限り、他の社会科学と同様に、抽出された現象の因果的関連を追及し、そこで客観的、

普遍的に妥当する法則性を見出していかなければならない」と、あくまで図書館学が社

会科学の中に位置づけられるという考えである。

　こうして岩猿先生は、日本の図書館学についての研究に深く力を注いでおられたと思

う。これは単に図書館学という学問の確立を目指すだけでなく、図書館人として実務を

知り尽くされて、図書館員、図書館活動そのものの基盤としての図書館学を確立しなけ

ればならないという、ご自分に課された命題として生涯を捧げられたと思う。また、戦

前の日本図書館学研究は決して不毛ではない、ということを検証されたい気持ちがあっ

たのではないか。たぶん日本で図書館学を定義した最初の人である和田万吉氏、それか
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ら同志社大学図書館学研究会を築いた小野則秋先生や戦後の研究者の系譜をたどり、図

書館学がいかにドイツやアメリカからの図書館学研究から学んだものが多いとはいえ、

大学教育の中に組み込まれた図書館学という学問領域が日本でどのように芽生え、発展

していったかを知る必要があると考える。（先生が亡くなる直前まで取り組まれていたテー

マが「和田万吉」と聞いている）「図書館・情報学」という名称が主流になった現在に

おいても、常に「図書館学」というまさに「学的性格」を持ちうるディシプリンである

ことが岩猿先生の「遺言」のような気がしてならない。

　最後に岩猿先生の素顔を知るエピソードを紹介しておきたい。

　先生は研究会にはいつもダンディなブレザー姿で、「やあ、こんにちは」と優しい表

情で教室に入って来られた。京都大学附属図書館では、女性図書館員の憧れだったとい

う話も聞いたことがある。今でいえば、「カリスマライブラリアン」と呼ばれていたか

もしれない。90歳をすぎても背筋をピンと伸ばして、会員の発表に耳を傾け、丁寧な口

調で、しかし、「ここを質問されたらヤバいな」と思っているところを、的確に質問さ

れた。発表内容は会員の興味によってかなり広範であったが、質問やコメントなどを必

ずおっしゃって、「何でもよくご存じだ」と失礼ながら驚いたこともしばしばであった。

手術のときに病室でご覧になっていた書物が、『ソクラテスの弁明』とセネカの『人生

の慰め』だったそうで、どこまでも研究者だったのである。そんな先生の楽しみはラグ

ビー観戦だったそうで、ご自身も学生時代にラガーだったとのこと、「12月になるとラ

グビーを見るのに忙しいんだよ」とおっしゃって、それに続く「元日ラグビー」は欠か

さずご覧になっていたようである。

　先生の第一印象はちょっと気難しい風貌であったが、愛妻家でいらっしゃったことは

有名で、足が少し不自由になられた奥様の代わりに家事もなさったと伺ったことがあっ

た。奥様が亡くなられてさぞ寂しくなさっているだろうと一度仲間とお宅にお邪魔した

ことがあったが、木彫をなさっていた奥様の見事な作品が飾り棚にきれいに飾られ、先

生が楽しそうにお話しされ、ご夫妻の深い絆を感じたものである。先生はどこまでもダ

ンディだったのである。

岩猿敏生（いわさるとしお）先生略歴

　京都大学附属図書館事務部長、元関西大学教授、元同志社大学文学部嘱託講師、日本

図書館情報学会名誉会員、日本図書館研究会名誉会員、2016年（Ｈ28）年４月９日、ご

逝去。享年97歳。

　1919年（Ｔ８）４月30日福岡県生。1943年、京都帝国大学文学部哲学科卒業。1950年、

九州大学図書館司書官、1956年より1975年まで京都大学附属図書館事務長・事務部長、

1976年より1990年まで関西大学文学部教授。
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　各種図書館団体への貢献も非常に高く、日本図書館学会では、同会が創設された1953

年から４年後の57年に、現在の理事に相当する幹事に就かれ、1982年まで12期にわたり

その任を続けられました。その後、1983年度から1986年度まで副会長として、1987年度

から1995年度まで会長としてその活動の先頭にたって活躍されました。1980年代から

1990年代は学会の発展・展開期にあたるとも考えられ、その様々な基盤整備を進められ

たことがわかります。

　日本図書館研究会では、1957年に日図研初代事務局長に就任され、以後５期10年にわ

たり同会の運営を担当されました。先生は編集委員長（３期６年）や、組織委員長（１

期２年）を兼務しながら日図研の基盤を固め、発展の足掛かりを築かれました。

　日本図書館協会には1950年に入会され、国際交流委員会委員、評議員、理事を務めら

れ、1982年から1994年まで参与、1995年から2013年まで顧問として、協会事業を支えら

れました。このように図書館学における研究、教育はもちろん、今日ある図書館の各種

団体の基盤を築かれ、図書館学の発展、図書館員教育の充実だけではなく、図書館が図

書館学の上に考えられる対象として、ライブラリアンシップの高揚の源泉である組織力

の重要さを認識されておられたと思います。

　なお、上記略歴については、以下の記事を参照しました。

小田光弘「名誉会員・岩猿敏生氏のご逝去を悼む」日本図書館情報学会会報、

No.162、2016．６、p.1．

「〈訃報〉岩猿敏生氏」図書館雑誌、Vol.110、No.５、2016、p.208．

「追悼・岩猿敏生さん」図書館界、Vol.68、No.３、2016、p.215．

【岩猿敏生先生著作目録】（『岩猿敏生先生著作目録―米寿記念―』（京都図書館学研究

会編集・発行　2007．３）より修正・転載）

１． 「図書館学方法論試論」『図書館学』No.２、1955．６、p.2-10．

２． 「図書館学論の進展」『図書館雑誌』Vol.50、No.１、1956．１、p.7-9．

３． 「ライブラリアンシップについて（自由論壇）」『図書館雑誌』Vol.50、No.４、

1956．４、p.122-123．

４． 「『東壁』のこと」『京都図書館協会会報』No.34、1956．10．（巻頭）

５． 「『東壁』日本最初の図書館雑誌」『図書館雑誌』Vol.51、No.６、1957．６、p.226-

227．

６． 「図書館学における体系と方法」『日本図書館学会年報』Vol.４、No.２、1957．９、

p.1-8．

７． 「大学図書館における司書職の問題」（自由論壇）『図書館雑誌』Vol.52、No.２、

1958．２、p.46-47．
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８． 「Memoirs of librariesの２版ついて（１）」（質問箱）『図書館界』Vol.９、No.６、

1958．３、p.181．

９． 「Memoirs of librariesの２版ついて（２）」（質問箱）『図書館界』Vol.10、No.１、

1958．４、p.31．

10． 「国立大学の図書行政の現状と問題点」『図書館雑誌』Vol.52、No.５、1958．５、

p.134-147．

11． 「図書館学と実践」『図書館界』Vol.10、No.２、1958．６、p.33-37．

12． 「図書館学における比較法について」『図書館の学と歴史』（京都図書館協会十周年

記念論集）1958．７、p.1-6．

13． 「杉山吉良『裸族ガビオン』」（新刊紹介）『京都図書館協会会報』No.39、1958．９、 

p.2．

14． 「藤川正信：図書館学における技術性の問題―『図書館学会年報』Vol.５、No.１ 

所載」（書評）『図書館界』Vol.10、No.４、1958．10、p.124-126．

15． 「ロベール・エスカルピ著、大塚幸男訳『文学の社会学』（文庫クセジュ；261）」（書

評）『図書館界』Vol.11、No.１、1959．４、p.22．

16． 「司書職の危機」『京都図書館協会会報』No.45、1959．６、p.1．

17． 「図書館史〈特集：戦後日本における図書館学の発展〉」『図書館界』Vol.11、No.２、

1959．８、p.33-37．

18． 「図書館史」『日本図書館史文献年表：第７回日本図書館学会、西日本図書館学会

シンポジウム』1959．10、p.4-6．

19． 「アメリカ図書館印象記」『京都図書館協会会報』No.48、1960．１．（巻頭）

20． 「国立大学図書館専門職員採用試験について」『図書館雑誌』Vol.54、No.４、1960．

４、p.114-117．

21． 『アメリカの図書館』（共同執筆）アメリカ図書館研究調査団、1960．４、96p．

22． Goto Sumio and Iwasaru Toshio. “Japanese university and college 

library problems,” American Libraries: Report of the U. S. Field Seminar 

on Library Reference Services for Japanese Librarians. 1960, p.121-127．

23． 「私立図書館の建設を要望―市長との会見記―」『京都図書館協会会報』No.52、

1960．８、p.1．

24． 「間宮不二雄氏古稀記念会編『図書館と人生』」（書評）『図書館界』Vol.12、No.４、

1960．10、p.128．

25． 「高木さんに答える」『図書館雑誌』Vol.55、No.２、1961．２、p.35-36．

26． 『京都大学附属図書館六十年史』（編集及びあとがき）1961．３、342p．

27． 「清水義弘編『読書』」（書評）『図書館界』Vol.13、No.２、1961．７、p.60．
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28． 「文庫いろいろ」『群像』1961．９、p.214-215．

29． 「「国立大学図書館改善要項」の諸問題〈特集　大学図書館の諸問題〉」『図書館界』

Vol.13、No.６、1962．３、p.195-198．

30． 「戦後における大学図書館研究史（１）」『図書館界』Vol.14、No.１、1962．４、

p.1-7．

31． 「日本ファイリングＫＫ編『書架のしおり　第３集』」（書評）『図書館界』Vol.14、

No.２、1962．６、p.59．

32． 「Ｃ．アレグザンダー＆アービドＪ．バーク共著、大佐三四五監訳『教育資料の検索

と活用』」（書評）『図書館界』Vol.14、No.２、1962．６、p.59-60．

33． 「戦後における大学図書館研究史（２）」『図書館界』Vol.14、No.３、1962．８、

p.83-89．

34． 「大学図書館とレファレンス・ワーク」Libel.（神戸市立図書館）No.12、1962、p.1．

35． 「基礎学力の充実を〈アンケート　こんな職員がほしい〉」『図書館雑誌』Vol.57、

No.４、1963．４、p.164-165．

36． 「国立大学における分館制度」『医学図書館』Vol.10、No.３、1963．６、p.40-41．

37． 「人・本・図書館〈連載インタビュー〉」『京都図書館協会会報』No.68、1963．７、

p.3．

38． 「大学図書館改善綜合委員会報告」『図書館雑誌』Vol.57、No.８、1963．８、p.388-

390．

39． 「藤川正信『第二の知識の本』」（書評）『図書館界』Vol.16、No.１、1964．５、p.23-

24．

40． 岩猿敏生、岡本正、林杲之助編『日本文庫めぐり―蔵書の命運―』出版ニュース社、

1964．９、246p．

41． 「逐次刊行物の利用法」『学術月報』（日本学術振興会）Vol.17、No.７、1964．10、

p.348-352．

42． 「開架閲覧方式について」『学術月報』Vol.18、No.12、1966．３、p.46-48．

43． 「指定図書制度について」『学術月報』Vol.18、No.12、1966．３、p.48-49．

44． 「司書とドキュメンタリスト」（論調）『図書館界』Vol.17、No.６、1966．３、p.170．

45． 文部省大学学術局情報図書館課『大学図書館施設計画要項の解説』1966．３．

同書のうち、「学習図書館」、「図書館資料」、「図書館資料の運用」、「図書館資料の

配置」の項を執筆

46． 「私立大学図書館協会『大学図書館における諸問題』」（書評）『図書館雑誌』

Vol.60、No.４、1966．４、p.156．

47． 「大学図書館近代化運動の流れのもとに」『図書館雑誌』Vol.61、No.８、1967．８、
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p.324-326．

48． 「図書館史〈特集　最近10年における図書館学の発展〉」『図書館界』Vol.19、

No.４、1967．11、p.99-103．

49． 「大学図書館の相互協力活動」『中国四国地区大学図書館協議会誌』No.10、1967．

12、p.5-7．

50． 「図書館間の相互協力」『学術月報』（日本学術振興会）Vol.20、No.12、1968．３、

p.53-55．

51． 「天理図書館の新しい冊子目録」『ビブリア』（天理図書館報）No.38、1968．４、

p.103-105．

52． 全国国立大学図書館長会議編『大学図書館の業務分析』日本図書館協会、1968．８、

210p.（原案作成）

53． 「大学図書館の問題点」（論調）『図書館界』Vol.20、No.３、1968．９、p.77．

54． 「国立大学図書館の百年」『現代の図書館』（日本図書館協会）Vol.６、No.４、

1968．12、p.186-191．

55． 「日本の大学図書館に関する諸基準および調査とその問題点」『第１回日米大学図

書館会議報告論文集　第１部』第１回日米大学図書館会議組織委員会、1969．５、

p.40-50．

56． 「エルマＣ．ジョンソン著、椎名六郎、椎名芙美共訳『コミュニケーション：図書

および図書館の歴史』」（書評）『図書館界』Vol.21、No.３、1969．９、p.107．

57． 「大学図書館の管理運営について」『学術月報』Vol.22、No.11、1970．２、p.9-14．

58． 「大学図書館蔵書論」『仙田正雄教授古稀記念図書館資料論集』1970．９、p.21-34．

59． 「日本の大学図書館に関する諸基準および調査とその問題点」『第１回日米大学図

書館会議議事録　昭和44年５月15日－19日』大学図書館国際連絡委員会、1970．12、

p.112-114．

60． 「守屋秀夫、佐藤仁『図書館』（建築計画学；11）」（書評）『図書館界』Vol.23、

No.１、1971．５、p.14-15．

61． 「西ドイツの大学図書館」『天野敬太郎先生古稀記念論文集：図書館学とその周辺』

1971．６、p.1478-1463（p.5-20）．

62． 「国立大学の図書館委員会について」Library and Information Science.（三田図

書館・情報学会）No.９、1971．９、p.161-167．

63． 「大学図書館の職員制度」『図書館学会年報』Vol.17、No.２、1972．２、p.1-8．

64． 「大学図書館職員のあり方」『中国四国地区大学図書館協議会誌』No.14、1972．２、

p.9-10．

65． University Library and Information Processing. Japanese National 
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Commission for UNESCO, Training Course in Documentation Techniques 

in Asia. Final Report. April 1972．

66． 「比較図書館学について（提言）」『図書館界』Vol.24、No.２、1972．６、p.43．

67． 「戦後の大学図書館における職員の問題―司書職制度確立運動を中心として―」 

『大学図書館の管理運営：第２回日米大学図書館会議応募論文集』大学図書館国際

連絡委員会、1972．７、p.63-72．

68． 「戦前のわが国における図書館員問題の展開（付）竹林熊彦先生をしのんで」『芸亭』

（天理大学図書館学研究室年報）No.12、1972．８、p.5-21．

69． 「アメリカの大学図書館における academic status の問題」『大学図書館研究』（国

立大学図書館協議会）No.１、1972．12、p.3-12．

70． “Japanese university library standards and surveys,” University and 

Research Libraries in Japan and the United States: Proceedings of the 

First Japan-United States Conference on Libraries and Information Science 

in Higher Education, Tokyo, 15-19 May 1969. Ed. by Thomas Buckman, W.M. 

Tsuneishi. Chicago, ALA, 1972, p.91-100．

71． 「椎名六郎『新図書館学概論』」（書評）『図書館界』Vol.25、No.１、1973．６、p.31．

72． 「日本の大学図書館における職員問題」『大学図書館研究』No.２、1973．８、p.82-

87．

73． 「わが図書館を語る（６）：京都大学」『窓』No.６、1973．９、p.42-45．

74． 「戦後のわが国における学術情報流通体制の問題」『芸亭』No.13、1973．10、p.12-

28．

75． 「大学図書館組織論」『図書館界』Vol.25、No.４、1973．12、p.124-132．

76． 「大学図書館員の育成と図書館学教育」Library and Information Science. No.11、

1973．12、p.73-82．

77． 「日本の大学図書館における職員問題」『第２回日米大学図書館会議報告書：70年

代の大学図書館』大学図書館国際連絡委員会、1974．３、p.79-88．

78． 「英国における図書館学教育の発展」『芸亭』No.14、1974．10、p.7-21．

79． 「東壁について」『東壁』復刻版、学術文献普及会、1974．11、p.23-32．

80． “Personnel in the university libraries,” Issues in Library Administration: 

Papers Presented at the Second United States - Japan Conference on 

Library and Information Science in Higher Education, Racine, Wisconsin, 

October 17-20, 1972. Ed. by W. M. Tsuneishi, T. R. Buckman, Y. Suzuki. 

New York, Columbia University Press, 1974, p.107-122．

81． 「アメリカにおける図書館・情報サービスの全国計画について」『びぶろす』
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